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【症例 1】26 才男性。4 生日に腸回転異常症に伴う中腸軸捻転にて
小腸大量切除を施行された。残存小腸 4cm、Bauhin 弁は残存。以後、
HPN となる。ＣＶＣのルートは鎖骨下静脈（Broviac catheter　使
用）。最近 10 年間の主なる合併症は、1、カテーテル感染 (CRBSI)・




【症例 2】17 才男性。15 才時に腸軸捻転症により、腸広範囲切除。




























用する回転 DSA 画像と C アームの追従性の精度の検証を行った。
〈方法〉実際の臨床で用いる様々な条件下において、自作ファント
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建術が行われている。今回、頭部領域における Cone Beam CT の
再構成条件が画像特性に与える影響について検討した。
【方法】血管撮影装置は Siemens 社製 Artis Zee BA Twin を用いた。
　当院において頭部領域で使用される Cone Beam CT の条件は、
109kV、撮影時間 20s である。データ収集角度は 200°(496 Frames)




向では、Cathode( 陰極 ) 側のボクセル値が Anode( 陽極 ) 側と比較
して高い結果となった。また、ノイズ特性に関しては、Anode 側
が Cathode 側よりもノイズが増加した。　Matrix size を 256 と
512 で比較するとボクセル値とノイズ量に差はなかった。　また、
Matrix size を 512 にして VOI を最小にすると解像度が高くなるこ
とが示された。












【目的】近年、血管撮影装置搭載の Cone Beam CT は広く使用さ
れており、特に頭部領域での頭蓋内の評価も可能となってきている。
当院でハイブリッド室に導入された Cone Beam CT の頭部領域の
撮影条件を変化させて、基本的な画像特性がどのように変化するか
評価したので報告する。
【方法】Cone Beam CT はシーメンス社製 Artis Zee BA Twin を
使用した。撮影条件は、撮影時間を 10sec で電圧を 70kV、撮影時
間 20sec で電圧を 70kV および 109kV に変化させて３種類の撮影条
件で、水ファントムと Catphan ファントムの撮影を行った。撮影
時間 10sec のデータ収集角度は 200°で 250Frames、撮影時間 20sec







ト分解能の比較では、撮影時間 10sec で電圧 70kV が CNR1.10 と
一番低く、撮影時間 20sec で電圧 70kV が CNR1.55 と一番高かった。
【結論】Cone Beam CT の撮影条件の違いによる画像特性の変化を
把握する事は、撮影目的に合わせた撮影条件の決定に有用であると
示唆された。
